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１．研究計画の概要 
この研究は１６世紀イングランドのケン
ブリッジ大学及びオクスフォード大学にお
ける学生演劇の文化史的、演劇史的意義を一
次史料に基づいて再構築するものであるが、
今年度は以下の研究計画に基づいて行った。 
(1) 文学作品の分析：Gabriel Harveyを揶揄
したと思われる劇Pedantiusはケンブリッジ
大学で 1580 年代に上演された劇だが、その
劇に関する分析と、それがロンドンの文化へ
とどう接ぎ木されていたかということに関
する分析。特にロンドンにおいて Edmund 
Spenserと騎士道ロマンスがどんな文化的役
割を果たしたかを考察する研究計画だった。 
(2)学寮及び地方都市の人脈に関する一次史
料の調査を行うこと。とりわけ Cambridge 
University Archiveの裁判記録を引き続き調
査し、John Fletcherに関する新史料を発見
して論文にまとめる。 
(3)地方及びロンドンにおける文化的環境に
関する調査。それによって対象となる文学作
品のコンテクストを探る。 
 
２．研究の進捗状況 
上記(1)については Pedantius と同時に、

Richard Robinson の Assertio inclytissimi 
Arturii regis Britanniae (1582) について分
析し、予定通りに進捗している。その成果を
International Shakespeare Conference、日
本シェイクスピア学会、日本中世英語文学会
の全国大会において発表を行った。(2)につい
ては Fletcher に関する従来の定説を覆す史
料であること、また学寮と都市の関係を探る
ためにも第一級の貴重な史料であることが
判明し、その研究結果を纏めて Early 
Theatreに発表した。また地方史に関する二

時史料の調査も順調に行っているが、調査の
結果、ロンドンにおける Privy Councilの役
割が大きいことが判明しつつあり、今後はそ
のメンバーと文人たちとの関係について調
査を展開することになる。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。比較的順

調に様々な史料が見つかっていることと、研
究対象が具体的に絞られてきたこともあっ
て、達成度としては予定通りであると言える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
２．の(3)においても記したが、調査の結

果 Privy Councilの果たした重要な役割に光
が当たりつつあり、今後はロンドンで活躍し
ていたMarlowe, Watson, Spenser, Lylyとい
う大学才人たちのロンドンにおける活動と
枢密院との関連についても考察を続け、ロン
ドンにおける商業演劇的展開において枢密
院メンバーが果たした役割についても考察
を加えていくことになるだろう。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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